
2024 season 
TEAM

プロ 1 年目の留目夕陽が
世界最高峰レースに挑戦！

●  毎週、数多くの地域レースが開催されているフランス。参加
者は 100 名を超え、プロをめざす若手選手や、元プロ選手など
が凌ぎを削り、レベルは年々上がっていると言われています。

MORE INFO > https://teamnippo.jp

南仏を拠点とするフランス・クラブチーム。
日本人若手 7 選手が所属。
▶️   NIPPO・EF・マルティーグ  ◀︎

●  シーズン序盤から安定した成績で、チームを力強く牽引する
津田悠義。U23 カテゴリー最終年で、欧州プロに向けた勝負の
シーズンを迎えています。

●  3 月 20 日 UCI ワールドツアー「ブルージュ〜デパンヌ」のスタート
地点にて。厳しいクラシックレースを前にも笑顔を絶やさない留目夕陽。

● 「ブルージュ〜デパン
ヌ」ではチームの仕事を
こなしながらも、36 位
でフィニッシュし、ヨー
ロッパのワールドツアー
で、貴重な UCI ポイント
を獲得。今季のベルギー
のクラシック初戦を良い
形で終えました。

● 3 月 22 日に開催された「E3 サクソトロフィー」ではベルギーのクラシッ
クレース名物となる、本格的な石畳区間が登場。体重の軽い留目には不利な
コースプロフィールでしたが、チームのために果敢に走りました。

19 ヶ国、30 選手が所属する世界トップカテゴリーの多国籍チーム
▶︎  EF エデュケーション・イージーポスト  ◀︎

　春を迎え、ヨーロッパのレースシーンは日に日に盛り上がり
を見せています。とくに 3 月からはクラシックレースと呼ばれ
る歴史ある人気レースが続き、EF エデュケーション・イージー
ポストの留目夕陽はアシストとしての走りが評価され、急きょ、
イタリア最高峰のクラシックレース、約 300km を走る「ミラ
ノ〜サンレモ」、ベルギーの石畳や急坂を超える「ヘント〜ウェ
ベルヘム」などトップレーサーたちが憧れる名門クラシック
レースのメンバーに起用されました。とくにベルギーでは、も
ともと不向きなコースプロフィールに加え、冬のような悪天候
にも見舞われましたが、そのなかでも奮闘し、トッププロ選手
に不可欠な貴重な経験を積み上げました。
　育成チームも南フランスを拠点に毎週末レースを転戦中。そ
のなかで U23 最終年となる津田悠義が、毎レースで上位に入る
活躍を見せています。また高校を卒業したばかりの選手たちも
本場の環境に少しずつ慣れながら、鍛錬を積み重ねています。
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